
海の幸・山の幸 生かして仕事おこし
太良町を残して進めよう・町づくり—パート①

良夫　合併協議会が昨年８月におこなったアンケートでは、町づく

りの将来像として「安全で住みよいまち」「自然環境を大切に

するまち」「福祉のまち」というのが多かったね。

太郎　そんな町づくりを進めるには、太良町を残した方がいいか、合

併した方がいいか、まず、産業と経済の点から考えてみよう。

フ ー ド ピ ア  た ら

「うまかもん天国・太良」
良夫　太良は「ゆたたりの里」といわれるほど、産物が豊富なところだね。コメ、野菜はもちろ

ん、魚介類、畜産物、ミカンと美味いものがいっぱいそろっている。水もうまい。

太郎　それが、太良の一番の強みだ。太良のまちづくりの基本は、先輩からうけついだ海の幸・

山の幸を大事にして、これを生かすことだと思う。そこで、まちづくりの目標の一つとし

て「うまかもん天国・太良」というのはどうかね。

良夫　どんなことかね。

太郎　まず、太良に住んでいる人が太良でとれたうまいもの、太良で加工したものをもっと食べ

られるような仕組みを作ることだ。町が農家や漁家を応援することはもちろん、町内にあ

る食品加工業をもっと応援する。地元の産物を販売する商店も応援する。

良夫　「地産地消」ということだね。太良の農業や漁業、商工業も繁盛するし、町民は美味しい

ものを安心して食べることができる。そんな町づくり

をぜひ進めよう。

太郎　それだけじゃない。竹崎カニのように、牛や豚、鶏も、

太良へ食べに来てもらうように工夫したらどうだろ

う。昼食は多良岳の麓のレストランでステーキ・とん

かつ・とり料理をお好み次第、午後はミカン狩りと風

早高原の散策、夜は竹崎温泉で有明海料理、次の日の

午前は有明海で遊んでもらう----なんていう観光コースはどうだ。

良夫　お金もたっぷりおとしてもらう。農産物・海産物の売り先が安定して確保できるし、お店

も沢山できる。観光ホテルも繁盛する。若い人の働き場所もできるね。太良の食べ物の評

判がよくなると、よそから宅急便で取り寄せたいという人も出てくるね。

手ごろな規模で、きめのこまかい行政ができる
太郎　人口11000人ほどの手ごろな規模だから、町長も議員も役場職員も、町内の各地域にどん

な人が住んでいるか、どんなことを町に要望しているかよくわかる。

良夫　こまわりがきくから、実現するのも早いね。個人負担なしの住民検診というのもそうだね。

太郎　農業でも太良の特色にあった施策ができる。たとえば、水田の耕地整理がそうだ。傾斜地

の棚田を現地の実情、農家の実態にあわせてきめこまかく整備している。これからも、太

良の農林水産業の基盤整備が必要だ。そのためにも太良町を残さねばならないね。

年間50億円・役場の財布を残すことができる
良夫　それに、太良町を残すことで、年間約50億円ほどの役場の

財布を太良の町づくりために残すことが出来るんだね。若い

人のためにも、役場という就職先を残すことが出来る。

太郎　だから、地方交付税が減っても、議員定数や職員定数を多少

減らしても、役場はなんとしても残さねばならないと思う。
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合併したら、太良はさびれてしまう！
太郎　昨年８月の住民アンケートでは、一部の地域だけが発展し、

周辺部が取り残される、役所が遠くなり不便になるとい

うことに対する不安が多かったね。

良夫　合併協議会のパンフレットには、「そんな心配はありませ

ん」と書いてあるよ。

鹿島市合併のあと---鹿島の一人勝ち、さびれてしまった浜、七浦
太郎　本当かどうか、実際の例を見てみよう。一番分かりやすいのは、50年近く前に合併して出

来た鹿島市のその後だ。

良夫　46年間の人口増減で見ると、旧鹿島町の

一人勝ちだね。七浦なんか39％も減って

いる。合併すると、中心部だけが栄えて、

周辺部は寂れるというのは、これではっ

きりしているね。

太郎　浜、七浦が太良（同じ40年間で 27％の

人口減）よりも、人口の減り方が大きい

のは、合併で役場がなくなった結果とし

か考えられない。

良夫　七浦からは、中学校もなくなったね。

太良から議会と役場がなくなると

どんなことが起こるのか

太郎　それでは、太良から議会や役場がなくなったらどうなるのか、考えてみよう。

良夫　まず、役場がなくなると、いろいろな用事をするのに不便が出てくる。そうなると、太良

からよそへ出て行く人が、多くなるのではないか。役場の職員も鹿島勤務になると、鹿島

へ転居する人が多くなってくるのではないか。間違いなく人口減がおきるね。

市政は鹿島主導。暮らしが不便になり、太良からの転出が進む
太郎　合併したらすぐに市長選挙、1 年数ヶ月

後に市会議員選挙がある。人口の割合か

ら見て、鹿島主導になるとみて間違いな

い。役場の説明会で、百武町長は、「合

併後のことは、合併後の執行部の判断」

といっていた。

良夫　水道料も国保税も上がる。太良の支所からは職員がどんどん減らされる。何事も鹿島中心

になって、太良のものは惨めな思いをしなければならないのではと心配だね。

太良の経済に大打撃------年間５０億円・役場の財布がなくなる！
太郎　右のグラフは、12年度に太良町民が1年間に働いて生み出した総生産と、同じ年の役場の

支出を比べたものだ。役場の支出は総生産の 38％にもなる。そのあと、役場の支出は50

億円台に減っているが、それでも3割を超えていることは間違いない。

良夫　太良の経済は、3分の１は、役場でもっているということだね。

太郎　その通りだ。、町内の建設会社や商店にとって役場

は一番のお得意だ。年間9億円をこえる人件費が

町内のお店を支えている。役場がなくなることは、

50億円の財布をなくしてしまうのと同じことだ。

「合併してもお金はまわってくる」という人がい

るが、合併前にくらべたらうんと減る。太良の経

済が大打撃を受け、これがまた、人口減少に拍車

をかけることは間違いない。

人口減と経済沈滞。太良はさびれてしまう
良夫　合併すれば、太良は七浦と同じようにさびれてしまうことははっきりしている

ね。そうさせないために、「合併反対・太良町を残せ」と力を合わせよう。

お願い！

・町民協議会にご参加ください。

・ カンパにご協力ください。

・ 合併の話、出前します。声をかけてください。

１２年度の町内総生産と
役場の支出の比較
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